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NY マーケットレポート（2015 年 4 月 3 日) 

NY 市場では、米雇用統計を控えて全般的に小動きの展開で始まったものの、雇用統計発表直前には思惑が交錯し、やや乱高下する動き

も見られた。そして、雇用者数の伸びが市場予想を大きく下回る結果となったことを受けて、FRB が利上げ開始時期を遅らせるとの見方が

強まったことや、米経済の先行きに対する懸念が高まったことを受けて、ドルが主要通貨に対して下落する動きとなった。一方、クロス円は、

発表後に上昇したものの、リスク回避の動きが強まったことや、日米金利差縮小が意識されたことを受けて円が買われる動きとなり、反落と

なる場面もあった。その後は、グッドフライデー（聖金曜日）のため、市場参加者も少なく、終盤まで小動きの展開が続いた。  

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 



 

                                                       
 

2 
 

NY 市場レポート 
 

21：00 

ドル/円 119.59  ユーロ/円 130.51  ユーロ/ドル 1.0916 

 

本日の欧州株式・債券市場は復活祭を挟む祝日のため休場。 

 

本日の米株式・商品市場は Good  Friday（聖金曜日）の祝日のため休場。 

債券市場は正午までの短縮取引となる。取引は週明け 6 日に再開する。 

 

Good  Friday（グッドフライデー・聖金曜日） 

復活祭前の金曜日、翌々日の日曜日がイースター。アメリカ合衆国では連邦の祝日にはなっていないが、ヨーロッ

パ、南北アメリカ、アフリカなどの多くの国々では聖金曜日が国家の祝祭日として休日になっている。 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

3 月米失業率 5.5％（予想 5.5%・前回 5.5%） 

 

3 月米非農業部門雇用者数 12.6 万人（予想 24.5 万人・前回 26.4 万人） 

前回発表の 29.5 万件から 26.4 万件に修正 

 

3 月米民間部門雇用者数 12.9 万人（予想 23.5 万人・前回 26.4 万人） 

前回発表の 28.8 万件から 26.4 万件に修正 

 

3 月米製造業雇用者数 -0.1 万人（予想 1.0 万人・前回 0.2 万人） 

前回発表の 0.8 万件から 0.2 万件に修正 

 

 
（出所：ブルームバーグ) 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%A9%E6%B4%BB%E7%A5%AD
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3 月米労働参加率 62.7％（予想 62.8％・前回 62.8％） 

3 月米平均時給（前月比） 0.3％（予想 0.2%・前回 0.1%） 

3 月米平均時給（前年比） 2.1％（予想 2.0%・前回 2.0%） 

 

 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪米雇用統計≫ 

            3 月・・2 月・・1 月・・12 月・・11 月・・10 月・・9 月 

失業率・・・・・・・・・ 5.5・・ 5.5・・ 5.7・・ 5.6・・ 5.8・・ 5.8・・ 5.9 

非農業部門雇用者数・・・12.6・・26.4・・20.1・・32.9・・42.3・・26.1・・27.1 

民間部門雇用者数・・・・12.9・・26.4・・20.2・・31.9・・41.4・・25.5・・24.9 

平均週間労働時間・・・・34.5・・34.6・・34.6・・34.6・・34.6・・34.5・・34.5 

労働参加率・・・・・・・62.7・・62.8・・62.9・・62.7・・62.9・・62.8・・62.7 
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（出所：ネットダニア) 

 

 
（出所：ブルームバーグ) 



 

                                                       
 

5 
 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY 外国為替市場 序盤 ≫ 

 

序盤の外国為替市場は、3 月の米雇用統計で雇用者数の伸びが市場予想を大きく下回ったことから、米経済の先行き

懸念から円を買って、ドルを売る動きが優勢となった。また、雇用回復の足踏みに伴い、FRB が利上げを遅らせると

の観測が出たことで米長期金利が低下し、日米金利差の縮小を見込んだ円買い・ドル売りも入った。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

3 月の米雇用統計では、失業率が市場の予想通りの 5.5％と前月から横ばいとなったものの、非農業部門雇用者数の

伸びが市場予想の+24.5 万人を大きく下回る+12.6 万人となり、2013 年 12 月以来 1 年 3 ヵ月ぶりの低水準に急減速

した。また、1 月と 2 月の数字もそれぞれ下方修正された。 

 

①民間部門の雇用者数は+12.9 万人となったものの、製造業や建設などで減少となった。また、政府部門雇用者数は

-0.3 万人となり、連邦政府と州政府が減少したが、地方政府は教育職以外が増加した。 

 

②時間当たりの賃金は、前月比、前年比で増加したものの、労働時間が減少し、求職者を含む働き手の割合を示す

労働参加率も低下した。 

 

③職に就けない期間が半年以上に及ぶ長期失業者は-14.6 万人の 256.3 万人となり、失業者全体の 29.8％（前月

31.1％）を占めた。 
 

④FRB 内には 6、9 月の FOMC での利上げが適切だと声も出ていたが、想定を大きく下回る今回の雇用者数の伸びを受

けて、利上げ時期が後退するとの見方も出てきそうだ。 

 

 

≪海外の話題≫ 

 

英国で総選挙の行方を左右する主要７政党党首によるテレビ討論が行われた。直後に発表された世論調査によると、

与党保守党のキャメロン首相と野党労働党のミリバンド党首の討論対決は、互角の勝負となった。キャメロン氏と

ミリバンド氏がともに 25％でトップ、これに 24％の英国独立党党首のファラージ氏が続き、15％のスコットランド

民族党の党首スタージョン氏が追う展開。 

 

首相として最適なのは誰かとの質問では、ミリバンド氏の30％に対してキャメロン氏が40％でトップだった。また、

参加党首 7 人の中で討論が一番優れていたのは誰かとの質問では、22％を獲得したミリバンド氏が 21％のキャメロ
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ン氏を僅差で上回った。ただ、経済をテーマにした討論ではキャメロン氏がトップ、一方、医療制度問題ではミリ

バンド氏が一番だった。総選挙は 5 月 7 日に実施される。 

 

 

≪ NY 債券市場 ≫ 

 

ニューヨーク債券市場は、3 月の米雇用統計で非農業部門雇用者数の伸びが市場予想を大きく下回ったことで、米景

気の先行き不安が広がり、安全資産とされる米国債を逃避的に買う動きが優勢となった。また、米 FRB が利上げ開

始を遅らせるとの見方が強まったことも支援材料となった。 

 

午前の利回りは、30 年債が 2.49％（前日 2.53％）、10 年債が 1.84％（1.91％）、7 年債が 1.59％（1.69％）、5

年債が 1.25％（1.35％）、3 年債が 0.79％（0.86％）、2 年債が 0.48％（0.54％）。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

ギリシャのマルダス財務副大臣は、4 億 5000 万ユーロ（4 億 8900 万ドル）の IMF 融資について、9 日の期限までに

返済する用意があると述べた。マルダス氏は、3 月の歳入は目標を上回ったとしながら、具体的数字には言及しなか

った。さらに、債権団との交渉は進展していると指摘した。 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 休 場    

S&P500種 休 場    

ナスダック 休 場    

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、Good  Friday（聖金曜日）の祝日のため休場。 

 

主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 119.00  119.96  118.73  

EUR/JPY 130.51  130.97  130.20  

GBP/JPY 177.56  177.89  177.13  

AUD/JPY 90.86  91.60  90.79  

NZD/JPY 90.34  90.65  89.94  

EUR/USD 1.0971  1.1027  1.0884  

AUD/USD 0.7635  0.7694  0.7595  

                                                     (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、注目された米雇用統計で、雇用者数の伸びが市場予想を大きく下回る結果となったことを受けて、

ドルが主要通貨に対して下落する動きとなった。ユーロは、対ドルで大きく上昇となり、ユーロ/円も大きく上昇す

る動きとなった。しかし、その後は、米長期金利が下落したことから円が買い戻され、クロス円は上値の重い展開

が続いた。 

 

 

 
（出所：ブルームバーグ) 
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